
礼拝アウトライン 1 月 12 日 

１部：光の経済回復(ローマ 16:25-27) 

地球に確かな終わりがあり、その歴史の中心

は福音宣教(マタイ 24:14)なら、神様は真の

福音を伝える教会(信徒)に歴史を任せられ

るに違いないので、信者は終わりがわかって

契約と御座に集中して全てを超越する巡礼

者の祈り(受け入れ、超越、答え)に進む。 

 

1。残された者の祈りに成功し 

 1）24(やぐら) 

 2）25(旅程) 

 3）永遠(道しるべ) 

 4）平安の中幸せに祈る 

 5）結果、残れる者、残る者、残す者とし

て 

 

2。集中祈りに(霊肉の健康) 

 1）捨てるべきものに集中-イエス様の公生

涯 

 2）ミッション(神の計画)に集中-共にの約

束後 40 日 

 3）マルコのタラッパン(恵みを受ける準

備)で集中-10 日 

 4）礼拝に集中-講壇の刻印 

 5）現場に集中-御言葉成就 

 6）挑戦すべきことに 24,25,00 

 7）いる所行くべきところに答え見つける

ことに集中 

 8）道が塞がれる時、深い祈りに集中 

 9）ローマを前にマルコのタラッパンの再

現に集中 

 

3。中心の回復(残りの人生) 

 1）幕屋中心(モーセ) 

 2）神殿中心(ダビデ) 

 3）教会中心(ローマ 16 章の人々) 

3 団体の集中やイスラムの集中を超える集

中によりロックフェラーにあった光の経済

回復の主人公になろう！て祈ろう！ 

 

 

２部：これからどのように始めれば良いの 

でしょうか。ヨハネ１７：１１－１2 

  

救われたあなたは霊的に完全に解放され自

由を得られました。なら、地上にいる間ど

のように生きるべきでしょうか。 

  

1． 地球の終わり（審判）まではサタンが活

動していることを肝に銘じて、詳細な正し

い知識をもたなければなりません。 

1） 世にある本の中で、サタンの陰謀を明ら

かにしたのは聖書だけです。 

2） 創世記３：１５の預言通り、サタンはす

でに頭を踏み砕かれ最後のあがきをしな

がら暴れるだけのことです（l ペテロ５：

８）。 

3） そして完全に縛り上げられるのが地球の

終わりの日です（マタイ２５：４１）。 

4） その時までは、悪しき霊やもろもろの悪

霊を用いて人々を惑わし、偽預言者の霊や

異端の霊などを通して信者も惑わそうと

しています。 

5） 家庭を崩壊させたり（マタイ１２：２８

－２９） 

6） あらゆる病気（不治の病、原因不明の病）

をもたらし（マタイ８：１５－１７） 

7） 精神的な混乱を与えます（マルコ５：１

－１０、使徒１６：１６－１８）。 

8） 特に水のないところや休めるところ（争

い）を求め（マタイ１２：４３－４４） 

9） 空っぽの心（無心）に入り込み（マタイ

１２：４５）、以前より７倍もひどい状態

にさせるときもあります（マタイ１２：２

８－２９） 

10） 信者でも油断すると攻撃を仕掛けます。

救いの確信がないまま思い煩いに捕らわ

れる信者を探し回っています（l ペテロ５：

７－８）。 

11） 特に信者が祈ることと聖書を正しく理

解することをとても嫌います（l テサロニ

ケ５：１６－１８）。 

12） つまり礼拝をちゃんと捧げることや聖

日に集まること（マタイ４：８－１１）や

伝道することを一番恐れるので邪魔しよ

うとします。 

13） なので常に祈りをもって勝利しなけれ

ばなりません（エペソ６：１８） 

  

2． これからこの項目を心に留めて習慣にし

てください。 

1） イエス・キリストを正しく知り、その理

解が深められることです（イザヤ５３：３、

lll ヨハネ１：２、l ヨハネ３：８）。サタン

はイエスの御名の前に完全に縛られます。 

2） 聖書に示されている三位一体の神様の力

を信じる信仰が求められます（ヨハネ３：

１６）。 

3） イエス・キリストを心に、家庭に、現場

に迎え入れる信仰と祈りが必要です。 

4） イエス・キリストの御名とその権威を認

めつつ、お証しすることが生活の優先順位

になれば勝利出来ます（ローマ１０：９－

１０、マタイ１０：３２－３３，１６：１

３－１８、使徒２：２１） 

5） イエス・キリストがあなたの主人になれ

ば、あなたの力や環境、知識、などと関係

なく聖霊の力が現れるようになります（使

徒１：８） 

  

3．自分はどこなのか、又どこになるべきな

のかを確認してみましょう。 

（未信者）（肉に属する人）（御霊に属する人） 

 

1） キリストを中心に迎え入れて、悩みや罪

の重荷を捨て、問題にしてはいけません。 

2） キリストを中心に迎え入れて、頑固さを

捨てなければなりません。 

3） キリストを中心に迎え入れて、思い煩い

（否定的妄想）を捨てるべきです。 

4） キリストを中心に迎え入れて、経験を優

先してはいけません。 

5） キリストを中心に迎え入れて、先入観を

もたないようにしましょう。 

なぜなら、あなたの中におられる聖霊様は、

完全なる神様だからです。 

 

１部-ローマ 16:25-27 光の経済回復 

なるほど/残された者の祈りをしつつ、捨てるべきものとミッションと恵みを受ける

ことと礼拝、現場に集中することで挑戦すべきことに集中し、備えられた現場の答え

を見つけることと、道が塞がれた時の深い祈り、237 の前でマルコのタラッパンの再

現に集中することで光の経済回復を見るようになる。 

ならば/3 団体やイスラムの集中を超える集中により、ロクフェラにあった光の経済

回復の主人公になろう！ 

 

２部-ヨハネ 17:11-12 これからどのように始めれば良いのか？ 

なるほど/救われた私は完全に解放されていることを感謝しつつ、今もサタンが策略

を持って働いていることを忘れずに、だからこそキリストをすべてにおいて主人と

して迎えて信仰による祈りを優先することで霊的勝利者になる。 

ならば/自分の中に自分が主人となって、問題を背負い、思い煩い、自分の主張や経

験に頑固になり先入観を持っていることはないか吟味して捨てよう！自分が思いつ

いた人生の願い、そのためのプランなどはないのか吟味して、神様の願いを求めて祈

ろう！ 


